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平成16年度在宅セミナーを受講して

rrrrr

山口大学心理療法士の大石英史先生により「面接技術」についての
講義があった。日頃、登校拒否や、自傷行為をする児童に、面接治療
をしている体験談を通してわかりやすく、ユーモアを交えて話された。
人は人をかえることが出来ず、自分がその気になった時初めて変化

へのステップを歩み始める。「やめろ、いけない」と言うとその人を否
定してしまうため、肯定し、理解し受け止めてから問題に取り組むこ
とが必要である。また、その取り組み方も、看護師と利用者とで共同
作業の姿勢が伝わることが大切で、そのことが自己治癒力を高めると
いう。共感された実感した人は治療効果も高いという。
面接技法として目と目を合わせることから始まりゆっくり、ゆったり

うなずき、あいづちををうち、応答、質問を経て目を合わせて終わる
ということを教わりこのことはすぐに実践できると思った。
最後に日々の勤務の中で大切な事として事務所内で訪問看護師同

士が話し合い、話しを聴いてもらう事により心の中をすっきりさせガ
ズ抜きが出来、再び利用者とより良い関係が保て良いケアーにつなが
ると確信しました。

「訪問看護における面接技術」
児島訪問看護サービスセンター 木崎礼子

富加見先生の講習会は、平成14年以後、2度目だったが、とても
わかりやすく、すぐに実行できる内容であった。
まず、自然呼吸と人工呼吸の生理的な違いを知り、陰圧呼吸と陽圧

呼吸による身体生理機能の変化を予知し合併症予防を行う。その状態
に合ったアセスメントによる看護展開を行う必要があることを改めて
確認した。
例えば呼吸器のアラーム音は2パターンあり、圧力によって違いが

ある。それによってアセスメントすることが出来る。
さらに気管切開チューブのカフ圧調整時のカフエアの注入速度など

とても参考になった。
吸引のポイントでは排痰介助方法。カニューレを利用した吸引手技。

人工呼吸器を装着した人の吸引のタイミングと時間。口腔内の吸引カ
テーテルの先端の場所の位置、方法等、多くの学びを得た。
今後の訪問看護に活かして行きたいと思いました。

「人工呼吸療法の看護のポイント」
─排痰介助を中心に─

訪問看護ステーションあおえ 渡部恵子
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昨
年
は
、そ
の
年
の
世
相
を
象

徴
す
る
漢
字
と
し
て「
炎
」が
あ

て
ら
れ
た
よ
う
に
、
台
風
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中
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ニ
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。
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平
素
は
、
連
絡
協
議
会
に
対

し
ま
し
て
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
、
会
の
運
営
を
支
え
て

い
た
だ
き
、お
か
げ
さ
ま
で
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年
度
の
事
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も
順
調
に
進
み
、

新
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っ
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で
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。日
頃
の
ご
協
力
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、今
年
は
、医
療
、介
護
、

福
祉
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
見

直
し
の
時
期
を
迎
え
、
検
討
さ

れ
始
め
ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
制

度
施
行
後
5
年
目
と
な
り
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
も
導
入

時
の
2
倍
に
増
大
し
、
量
的
な

拡
大
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
直

し
で
は
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護（
仮
称
）」と
し
て
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
に
加
え
ら
れ

る
よ
う
で
す
。
更
に
は
、
要
介
護

状
態
の
予
防
・
改
善
を
重
視
し

た「
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
」へ
の

転
換
等
見
直
し
が
予
定
さ
れ
て

い
る
様
で
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

国
民
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障

制
度
が
不
可
欠
で
す
。

最
近
、
訪
問
看
護
を
や
り
た

い
と
い
う
人
が
減
り
、
都
市
部
で

も
地
方
で
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
求

人
難
が
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
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ま
で
、
訪
問
看
護
は

看
護
師
の
裁
量
権
も
大
き
か
っ

た
た
め
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、
介
護
保
険
制
度
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で

は
介
護
支
援
専
門
員
が
立
て
る

サ
ー
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ス
計
画
の
中
で
窮
屈
な

思
い
を
し
て
い
る
状
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が
あ
り
、

求
人
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
も

仕
事
の
大
変
さ
ば
か
り
が
目
立

ち
、
魅
力
あ
る
仕
事
で
は
な
い
見

ら
れ
方
を
さ
れ
始
め
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利

用
者
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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さ
れ
る
と
同
時
に
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待

さ
れ
る
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し
て
魅
力
あ
る
訪
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看
護
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テ
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シ
ョ
ン
に
し
て
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く

よ
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会
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が
一
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と
な
っ
て
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。
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、
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年
、
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下
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
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ば
た
き
飛
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
今
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も

皆
様
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支
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ご
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を
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し
上
げ
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。
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問
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護
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テ
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ョ
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グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
」橋
本
香
代
子

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「
グ
ッ
ド
ラ
イ

フ
」は
平
成
16
年
8
月
1
日
岡
山
市
横
井

上
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
利
用
者
12
名
を
看
護
師（
常
勤

2
名
、
非
常
勤
2
名
）で
訪
問
し
て
い
ま

す
。訪

問
看
護
を
実
践
す
る
う
え
で
、
信
頼

さ
れ
る
看
護
職
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
の

難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
事
例
を
通
し
て
熟
考
し
、ふ
り
か
え
り
、

利
用
者
か
ら
学
び
と
る
姿
勢
を
大
切
に
し

て
、
関
係
諸
機
関
、
職
種
と
の
有
効
な
連

携
の
実
践
に
よ
り
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
に
笑
顔
を
そ
え
て
」今
年
も

元
気
に
出
か
け
ま
す
。
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岡
崎
恵
子

医
療
法
人
岡
村
一
心
堂
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
成
16
年
11
月
1
日
裸

祭
り
で
有
名
な
会
陽
の
町
西
大
寺
に
開
設

い
た
し
ま
し
た
。
昔
の
町
並
み
を
残
し
な

が
ら
新
し
さ
も
入
り
交
じ
っ
た
地
域
で
す
。

訪
問
先
は
、
岡
山
市
と
瀬
戸
内
市
を
中
心

と
し
て
い
ま
す
が
備
前
市
へ
も
拡
が
っ
て
い

ま
す
。ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
前
は
岡
村
一

心
同
病
院
の
中
に
訪
問
看
護
部
と
し
て
平

成
7
年
6
月
開
設
し
、
地
域
の
方
に
よ
り

良
い
医
療
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
訪
問
看
護
部

も
継
続
看
護
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
在

宅
で
10
年
間
介
護
さ
れ
た
方
と
の
出
会
い

は
、
開
設
に
向
け
て
の
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
新
し
い
出
会
い
を

大
切
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

は
、
医
療
福
祉
と
の
連
携
を
よ
り
深
め
、

在
宅
で
の
看
取
り
や
求
め
ら
れ
る
訪
問
看

護
の
役
割
を
み
き
わ
め
実
践
し
て
行
き
た

い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
ま
だ

少
数
で
す
が
、ス
タ
ッ
フ
一
同
、
や
さ
し
さ

と
思
い
や
り
を
心
一
杯
届
け
て
行
き
た
い

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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